
25アンスティチュ・フランセ横浜24 INSTITUT FRANÇAIS DU JAPON - YOKOHAMA

■  RÉALISATRICES DU CINÉMA FRANÇAIS
RÉVÉLÉES AU FESTIVAL DE CANNES

フランスの女性監督特集 ～カンヌ国際映画祭で見いだされた映画作家たち～
7月に予定されている今年のカンヌ国際映画祭の開催にあわせ、同映画祭にて発見されたフランスの女性監督を特集します。
“ヌーヴェル・ヴァーグの祖母”とも呼ばれる女性映画監督の先駆者アニエス・ヴァルダ、それにつづくクレール・ドゥニ、パトリシ
ア・マズィといったフランス映画界の素晴らしき映画作家たち、さらに映画史に偉大な影響を与えたベルギーのシャンタル・アケ
ルマン、また次世代を担う才能として目が離せないレベッカ・ズロトヴスキ、セリーヌ・シアマ、レオノール・セライユ、マリー・ロ
ジェなど、その多様で豊かな作品群を通して、女性監督たちがつくりだしてきた映画芸術を祝します。
■ 7月17日（土）－23（金・祝）、31日（土）・8月1日（日）予定　
会場：横浜シネマリン
入場料金：一般 1500円（一部作品特別料金 1800円）／大専・シニア 1100円／高校以下800円／横浜シネマリン会員＆
アンスティチュ･フランセ会員は、一般から300円引き／アンスティチュ･フランセ横浜会員は、ポイントカードの3ポイント
で 1回無料（当日提示、一部作品適用外）
〈上映予定作品〉
・ アニエス・ヴァルダ 『壁画・壁画たち』『ドキュメントする人』
『ブラックパンサー』 
・クレール・ドゥニ 『ジャック・リヴェット、夜警』 
・パトリシア・マズィ『走り来る男』 
・ シャンタル・アケルマン 『ブリュッセル1080、コメルス河畔
通り23番地 、ジャンヌ・ディエルマン』 
・レベッカ・ズロトヴスキ 『わがままなヴァカンス』 
・セリーヌ・シアマ 『ガールフッド』 
・レオノール・セライユ 『若い女』 
・マリー・ロジェ 『ルチャリブレの女王 カサンドロ』    他

＊詳細は、アンスティチュ・フランセ横浜のHPにてご案内します。
アンスティチュ・フランセ日本 映画プログラムオフィシャル・パートナー：
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MOIS DE LA FRANCE À YOKOHAMA 2021
横浜フランス月間2021
第 16回目を迎える、日本で唯一のフランス
文化の祭典「横浜フランス月間」。今年は秋
に開催を予定しています。1ヶ月の間、横浜
の劇場やアートスペースなどで、フランスに
関する多彩なイベントが繰り広げられます。
横浜の街がフランスに染まる4週間、お楽
しみに！

＊ 詳細はアンスティチュ・フランセ横浜のHP、および「横浜フランス月間2021」公式プログラムにて発表します。
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＊ プログラムはやむをえない事情により変更になる場合もございますが、予めご了承ください。最新情報は、アンスティチュ・フ
ランセ横浜のHPをご覧ください。

CINÉMA

■  PROJECTION DU FILM « LA VÉRITÉ » DE HIROKAZU KORE-EDA
& RENCONTRE AVEC TARIHO MARUYAMA

映画『真実』上映会＆字幕翻訳者・丸山垂穂氏トークショー
7月10日（土）  17:30
是枝裕和監督が、全編パリで撮影した日仏合作映画『真実』（原題：La Vérité）。本
作は、第71回カンヌ映画祭で『万引き家族』がパルムドールを受賞した是枝監督に
よる日本語脚本、通訳を務めたレア・ル・ディムナさんによる脚本のフランス語翻訳、
映画字幕翻訳者の丸山垂穂さんによる日本語字幕を経て完成しました。日本人監
督によるフランス語を中心とした映画を味わい、また上映後には、その字幕翻訳に
ついて丸山さんから貴重なお話を伺います。
会場：アンスティチュ・フランセ横浜
参加料：会員500円、一般 1000円
＊ 要予約・当日払い。（当日空きがある場合は、当日受付も可）

〈関連イベント〉
■ EXPOSITION AUTOUR DU FILM « LA VÉRITÉ » 
展示「映画『真実』の世界 ～書籍『真実 La Vérité シナリオ対訳』を通して～」
6月12日（土）－7月18日（日） ＊休館日・試験日・授業中を除く  〈入場無料〉
書籍『真実 La Vérité シナリオ対訳』は、映画『真実』のフランス語 /英語の全スクリプト、対応す
る日本語字幕、是枝裕和監督が本書のために新たに書き下ろしたト書き（仏訳付き）からなる対訳
シナリオ本です。是枝監督から生まれた日本語を、カトリーヌ・ドヌーヴ、ジュリエット・ビノシュの
フランス語とイーサン・ホークの英語で味わうことができます。また本の装丁では、映画のタイトル
『真実』を表現し、表紙を裏返すと、イラストレーター・粟津泰成さんによる一枚の絵が隠されて
いるという仕掛けになっています。本展では、是枝監督の画コンテや劇中写真とともに、粟津泰成
さんによるドローイング原画を展示します。
会場：アンスティチュ・フランセ横浜
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